
朝日新聞 1969年7月19日（土）夕刊 
 

  

くだらぬ到着競争 
宇宙の堕落は許されぬ 

 

 
 

バートランド・ラッセル 
 

 
 
 私たちの年代の者は子どものころ、ジュール･

ベルヌによって月旅行の考えに親しむようにな

った。彼はすばらしい科学小説を書き、冒険心

に富んだ若者たちの想像力を刺激した。「月世

界旅行」という彼の小説を読んだときのスリル

を私はいまでも生々とおぼえている。しかし、

ジュール･ベルヌの空想科学小説を楽しんで読ん

だ人たちが生きている間に実際の月旅行が可能

になるとは、私はほとんど思ってもいなかっ

た。他の若い読者も同じだと思う。だが、それ

は現実に起こっていることなのだ。このような

冒険は考えただけでも胸をワクワクさせる。と

くにまだ若い人たちにとってはそうだ。しか

し、もう若くはない人たちは、月征服が本当に

人間の運命を改善するのかという疑惑やとまど

いに悩まされている。私は、独断的な結論に達

しようとすることなく、双方の意見を聞いたう

えで、公平に述べてみよう。 
 

一番早かった自転車 

 まず、過去の技術発展史の中でこの問題を見

てみよう。私が子どものころ、電灯は発明され

たばかりで、電話はまだめずらしいものと考え

られていた。道路上で一番早いものは自転車だ

った。自転車は通行人に危険を与え、馬をこわ

がらせるのではないかと心配されていた。私が

初めて自動車を見たのは大人になってからで、

飛行機を初めて見たのは四十歳近くになったと

きだった。第一次大戦中、ドイツが射程百十㌔

の大砲をつくったときにはみんなが驚いた。ま

だ若い人たちは、現在日常生活の中で当り前の

ものとされているものの中でいかに多くのもの

がごく最近発明されたものであるか容易には理

解できない。 
 われわれの時代がかつてない進歩をとげつつ

あるのは新しい発明の分野だけではない。冒険

の分野でもそうである。私が若かったころ、ア

フリカの大部分はまだ探検されたことがなく、

南北両極は到達できぬところとなっていた。エ

ベレストは長い間、探検家にとって最後の挑戦

の場所となっていたが、ついに熱烈な冒険心に

降伏した。冒険を好む気持は、文明がはじまっ

て以来、常に人類の明確な特質だった。そし

て、それは冒険心に対して普通与えられるあら

ゆる称賛に値する特質だと思う。恐怖のために

冒険心が衰えたり、窒息したりするのを私は見

たくない。このような一般的な考慮から、科学

的可能性の範囲内にはいりはじめたこれら地球

外への旅行を人は称賛する。南北両極やエベレ

スト征服は一般に称賛に値すると考えられてい

た。疑いもなくまさしくそうである。われわれ

はまた、最近はじまったが、まだ大部分が未知

のまま残っている海底探検や上空探検を称賛す

る。月旅行の冒険を初めて行う人たちは、より

大きな度合いで、これと同じ称賛に値するだろ

う。しかし、人類が月に到達したとき、勇気と

技術に対する称賛以上の何ものかが得られるか

どうかは疑問だと思う。 

月を係争に巻込むな 



奇妙なソ連の小説 

 まだ疑問のまま残っている第一の問題は、人

間が月面で生活できるのか、数日後には地球に

戻らねばならないのかどうかということであ

る。月には大気がない。あってもきわめて希薄

なものだ。水もなければ、植物もない。従って

月に着陸する人たちはまず呼吸する空気をつく

り、空気がすぐ逃げないような装置の中にはい

らなければならないだろう。彼らは滞在中の生

活に必要な食糧と水を持っていかねばならない

だろう。こうした理由から、月はエベレストの

頂上より住みにくいだろう。いずれにせよ、こ

れが長い年月にわたる月の状況であろう。 
 しかし、月の物理的状況は科学的操作によっ

てだんだん変えられると思っている人たちもあ

る。私は、ソ連政府が若い人たちの教材として

適当だと考えている、非常にまじめな科学的な

フィクションを織込んだ奇妙なソ連の作品を読

んだことがある。それは次のように述べてい

た。月の岩石をガスに変えるような化学物質が

やがて発見され、次第に大気として作用するも

のがつくられるだろう。いったん大気がつくら

れれば、鉱物から抽出した水素と酸素で水をつ

くることができる。そのときには、原始的な生

物が新たにつくられたプールの中で生存でき、

生物学者たちがこれらの生物を徐々に進化させ

るかもしれない。 
 不可能だというのはやめよう。百年前にさえ

まったく人間の力の範囲外とみられていた多く

のことがこれまでに達成されてきた。今後、何

世紀かの間に科学がなしとげることに、今から

不変の限界を設けることは早すぎるだろう。 
 しかし、とはいっても、非常に精巧かつ高価

な装置を持って短期間滞在するのを除いて、近

い将来、月で生活できる見込みは確かにない。

もし可能になったとしても、月が人口問題解決

の糸口を提供したり、不人気な亡命者たちの避

難地となるには、非常に長い歳月がかかるだろ

う。 
 

見当ちがいの心配 

 最初、多くの科学者は月へロケットを発射す

るのを遅らせるよう望んでいた。その理由は二

つあった。これらの科学者によると、月面はホ

コリにおおわれており、ロケットを打込めばホ

コリの層がメチャクチャになってしまう。だ

が、そのままになっていれば、月は宇宙の過去

の歴史を調べる貴重なデータを提供するだろ

う。また、もし月に希薄な大気が存在していた

ら、ロケットの噴射でこの大気を汚染すること

になるだろう、というのである。現在、各国政

府が、公害によってガンや精神病をつくりだし

ていることを知りながら、大気や土壌、飲料

水、食品などを故意に汚染することに従事して

いる事実を考えると、私は架空の月の大気やほ

こりに対するこのような心配をおかしく思わざ

るを得ない。 
 月に対しては細心な注意を払いながら、生命

ある地球では勝手な破壊をおこなっているの

は、どうかしているというのが私の気持ちだ。

こういうと、私は、愛国心が欠けているのかも

しれない。本当の愛国者というものは、苦しむ

敵の数の方が多ければ、多くの自国民がバカに

なっても意に介しないものだ。（注：赤字部分

は英語原文に見当たらず。総じてこの段落は原

文との対応が不完全。おそらくversionが異なる

ものと推察される。吉田英生） 
 不幸にして、月到着計画は、この容赦ない競

争心に毒されている。月到着計画は、なにもの

にもとらわれない科学の精神で考えられたのも

ではなく、また、人類の利益を増すためでもな

かった。逆に、相対立する大国間の競争の一手

段とみられて来た。大事なことは月に到着する

ことではなくて、自分たちの手で（どちら側で

あれ）、他国より早く到着することだ、と考え

られて来た。 
 これは全くくだらないことであり、健全な

人々に、月計画の全事業の価値を認めさせなく

した。人間というものは、長所もあれば欠点も

ある。欠点が宇宙に広がり、長い旅路の間に増

大したにくしみの心を持った粗野な巡礼者の手

で、われわれの狂気が、まず月に、ついで火

星、金星、そして恐らく後日は、さらに遠い宇

宙のはてにまで持込まれ、また、こうしたすべ

てのことが、われわれのおろかな小ざかしさの

結果だとするならば、私は手放しで未来に期待

することはできない。 
 

どちらが人間的か 

 全人類が悔い改めぬ限り、これこそ人間が生

存し続けた場合、いずれも直面せねばならぬ事

態である。人間は月に着陸しただけでは満足せ

ず、月を住めるところにしようとするだろう。

米ソ両国ともほとんど同時に月に上陸するだろ

う。しかも双方とも水爆を完備し、相手を絶滅

することに余念もないのだ。こうなると地上で

敵に毒を盛り安楽死を遂げさせた方がいっそ安

上りで人間的かもしれない。 
 

奪われる思考時間 

 宇宙旅行はそれ自体が地上の争いを緩和する

かもしれないとみる人もいる。が私はこういう

考え方にどんな根拠があるのか分らない。西半

球が発見される前も欧州はたえずもめていた。

発見後、旧世界のならいだった戦争は“新世界”に
持込まれた。 



 これまでのやり方を改めず、われわれが愚か

な帝国を宇宙にまで広げるなら、これまでと同

じことが起るだろう。 
 宇宙旅行の新しい可能性が、人間の知恵をま

す何かの足しになるだろうと考える根拠はない

のだ。逆に、空の旅がそうだったように、宇宙

旅行は人間に動き回ることのみに時間を費やさ

せ、ものを考える時間をそれだけ奪うことにな

ろう。現に大国の外相たちは大国同士の訪問の

ほかにも、小国にも影響を与えようとして世界

中の国を飛回るのに忙しく、その結果、彼ら

は、外交政策が一片の良識をもつのに必要な基

本的知識さえ身につけるひまがなくなった。

騒々しい活動がますます理性的な思慮の場を占

領して行くだろう。月に旅行する外相は、公務

を見事果たしたという気持でいっぱいで、地上

から持ちこんだばかげた信念を臆面（おくめ

ん）もなく持ち続けるだろう。 
 

宇宙レベルへ向上 

 人間が啓発されるのは、騒々しさによってで

はない。スピノザはハーグだけで満足した。ド

イツ人最高の哲人とされるカントは、ケーニヒ

スベルクから十マイルも離れたことはなかっ

た。 
 私としては、われわれが、かまびすしい、そ

して救いようのない紛争を他の場所に広げない

うちに、地上の問題の処理にもう少し知恵が示

されるのをみたいものだ。火星と金星はきわめ

て効果的に輝き、夜空の景観である。もし、こ

の二つの惑星のうちどっちを州にすべきか、と

か、一方の星では共和党が強く、他の星では民

主党が有力だといった討論が議会でたたかわさ

れるようなことになったら、私は、これらの星

の輝きから、もはや喜びを見出さないだろう。

われわれは宇宙的なレベルにまで、向上しなけ

ればならぬのであって、宇宙をわれわれの無益

な争いのレベルにまで引下げるべきではない。 
 征服者はほとんど常に過酷であったが、若干

の例外はある。その例外のうち最も著しいもの

はギリシャにおけるローマ人であった。だが一

般的にいって、征服する側に回った人たちは、

より高度な文明に対して無関心である場合が多

い。メキシコやペルーを征服したスペイン人

は、ただ大量の金（きん）を捜し求めただけで

ある。彼らがすばらしい二大文明をむとんちゃ

くに破壊し去ったため、後世の歴史家や考古学

者がその再発見に骨折ることになった。それに

似たような文明が、月に存在すると考えている

わけではない。だが私は宇宙塵（じん）に関心

を持っている科学者諸君についていささか軽蔑

（べつ）的ないい方をしてきたかもしれない

が、それでもなお私は、月を、われわれが、宇

宙的な無遠慮さで誇大に呼んでいる「超大国」

なるものの争いに巻込もうとする人々の考えよ

りも、塵に関心を持つ学者の見解の方を尊敬す

る。 
 

尊敬と無慈悲さと 

 世の中には、近代的な技術で生み出されたの

ではないものに対する尊敬とでもいいうるよう

のものがある。すでに存在しているものすべて

に関心を払わない無慈悲さのなかには、いわば

不敬といってもいいすぎではないような、なに

ものかがある。そしてこの考え方は機械的な外

観だけを重んじ、想像力や思考力の面からもの

ごとを調べてみようとしないのが特徴である。

いかに大きいものであれ、いかに利口なもので

あれ、その考え方は人間生活に変化をもたらす

すべてではありえない。沈思もまた、役割を果

たさなければならない。そうすることによっ

て、天空に関する思考から得られる人間の知恵

のうち、いくぶんかは、われわれの生活にもっ

と生かされることになるであろう。しかし、天

空をなにかわれわれの手で変化させうるものと

しか考えず、宇宙を、人間の関心をもつものの

うちもっともつまらないものに堕落させてしま

うならば、われわれは単に愚行の領域を広げ、

災厄を受けるにふさわしいものになるだけのこ

とである。無慈悲さを押え、尊敬の念を高める

ことが必要だ。そうなればわれわれの宇宙征服

は喜ぶべきものになるだろう。しかしもし欠け

るところがあるならば、われわれはその不敬に

当然与えらるべき罰を招くことになるだろう。 
（ロンドン・タイムズ特約） 
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